	12
（月）
	未来 (みらい)を準備 (じゅんび)する伝道 (でんどう)弟子 (でし)２

	
	Ⅱテモ2章1～7節　兵役 (へいえき)についている人 (ひと)はだれも、日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)のことに煩 (わずら)わされることはありません。ただ、兵 (へい)を募 (つの)った人 (ひと)を喜 (よろこ)ばせようとします。また、競技 (きょうぎ)をする人 (ひと)も、規定 (きてい)にしたがって競技 (きょうぎ)をしなければ栄冠 (えいかん)を得 (え)ることはできません。労苦 (ろうく)している農夫 (のうふ)こそ、最初 (さいしょ)に収穫 (しゅうかく)の分 (わ)け前 (まえ)にあずかるべきです。(4～6)

	
	今 (いま)は、３団体 (だんたい)が*ネフィリムを活用 (かつよう)して作品 (さくひん)を作 (つく)っています。これが世界化 (せかいか)されています。Remnantは、237か国 (こく)と５千 (せん)種族 (しゅぞく)に影響 (えいきょう)を与 (あた)える作品 (さくひん)を作 (つく)るようになります。

１つ目 (め)、伝道 (でんどう)する前 (まえ)に完全 (かんぜん)に聖霊 (せいれい)の導 (みちび)きを受 (う)けましょう。神様 (かみさま)の契約 (けいやく)を自分 (じぶん)のこととして受 (う)けることが始 (はじ)まりです。現場 (げんば)で、もしかして答 (こた)えがないときは、ターニングポイントを迎 (むか)えるようになります。あきらめたり、先走 (さきばし)ったりする必要 (ひつよう)はありません。さらに重要 (じゅうよう)なのは、福音 (ふくいん)を宣 (の)べ伝 (つた)える未来 (みらい)の目標 (もくひょう)を契約 (けいやく)として持 (も)つことです。２つ目 (め)、私 (わたし)の中 (なか)に*三 (みっ)つの庭 (にわ)を作 (つく)りましょう。神様 (かみさま)が与 (あた)えてくださった御座 (みざ)の力 (ちから)を受 (う)けるように祈 (いの)りつつ呼吸 (こきゅう)して、朝 (あさ)、昼 (ひる)、夜 (よる)に祈 (いの)れば良 (い)いのです。そして、教会 (きょうかい)の中 (なか)に三 (みっ)つの庭 (にわ)を作 (つく)るために、一 (ひと)つの国 (くに)、一 (ひと)つの地域 (ちいき)を定 (さだ)めてチームを構成 (こうせい)して祈 (いの)りましょう。そして、教会 (きょうかい)の外 (そと)にも三 (みっ)つの庭 (にわ)を作 (つく)りましょう。３つ目 (め)、Remnantは御座 (みざ)の力 (ちから)のやぐらが個人 (こじん)と職業 (しょくぎょう)に建 (た)てられるように祈 (いの)りましょう。そして、世 (よ)の中 (なか)の歴史 (れきし)と神様 (かみさま)のみことば、英雄 (えいゆう)とキリスト、各国 (かっこく)のお祭 (まつ)りと三 (みっ)つの祭 (まつ)り、礼拝 (れいはい)を通 (とお)してタラントが出 (で)て来 (く)るのを見 (み)ましょう。そのとき、*唯一性 (ゆいいつせい)と*再創造 (さいそうぞう)の答 (こた)えが与 (あた)えられます。すると、未来 (みらい)をあらかじめ準備 (じゅんび)することができます。

237か国 (こく)と５千 (せん)種族 (しゅぞく)を生 (い)かす霊的 (れいてき)作品 (さくひん)の準備 (じゅんび)を始 (はじ)めましょう。

*ネフィリム-地上 (ちじょう)に人 (ひと)の悪 (あく)が増大 (ぞうだい)する原因 (げんいん)を提供 (ていきょう)したサタンのことです。
*三 (みっ)つの庭 (にわ)-異邦人 (いほうじん)の庭 (にわ)、癒 (い)やしの庭 (にわ)、子 (こ)どもたちの庭 (にわ)のことです。
*唯一性 (ゆいいつせい)-ただその一 (ひと)つだけある本来 (ほんらい)の特性 (とくせい)のことです。
*再創造 (さいそうぞう)-再 (ふたた)び作 (つく)り出 (だ)すことです。

	
	神様 (かみさま)、世界 (せかい)に影響 (えいきょう)を与 (あた)える作品 (さくひん)を作 (つく)るRemnantになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン
2024.05.09.副教役者修練会4、5、6講
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（火）
	キリストがないクリスチャン

	
	ガラ2章11～20節　もはや私 (わたし)が生 (い)きているのではなく、キリストが私 (わたし)のうちに生 (い)きておられるのです。今私 (いまわたし)が肉 (にく)において生 (い)きているいのちは、私 (わたし)を愛 (あい)し、私 (わたし)のためにご自分 (じぶん)を与 (あた)えてくださった、神 (かみ)の御子 (みこ)に対 (たい)する信仰 (しんこう)によるのです。(20)

	
	神様 (かみさま)はすべての問題 (もんだい)の答 (こた)えであるキリストを約束 (やくそく)してくださいました。しかし、人々 (ひとびと)は暗闇 (くらやみ)に陥 (おちい)って、キリストの約束 (やくそく)を逃 (のが)してしまいました。キリストを実際 (じっさい)に味 (あじ)わうことができなければ、わざわいと暗闇 (くらやみ)に勝 (か)つことはできません。Remnantは歴史 (れきし)を通 (とお)して正確 (せいかく)な契約 (けいやく)を確認 (かくにん)しましょう。

１つ目 (め)、エジプト時代 (じだい)には、神様 (かみさま)はモーセを通 (とお)して出 (しゅつ)エジプトの契約 (けいやく)を成 (な)し遂 (と)げられました。イスラエルの民 (たみ)は、羊 (ひつじ)の血 (ち)を塗 (ぬ)った日 (ひ)、奴隷 (どれい)から解放 (かいほう)されて幕屋 (まくや)中心 (ちゅうしん)に生 (い)きるようになりました。２つ目 (め)、ペリシテ時代 (じだい)に、すべての民 (たみ)がミツパに集 (あつ)まって全焼 (ぜんしょう)のいけにえをささげました。そのとき、神様 (かみさま)が直接 (ちょくせつ)ペリシテを打 (う)たれました。３つ目 (め)、アラム時代 (じだい)にカルメル山 (さん)で霊的 (れいてき)戦闘 (せんとう)がありました。神様 (かみさま)がともにおられたエリヤが暗闇 (くらやみ)の預言者 (よげんしゃ)を倒 (たお)してまことの勝利 (しょうり)をしました。４つ目 (め)、バビロン時代 (じだい)に捕虜 (ほりょ)として行 (い)った人々 (ひとびと)は、レムナントとインマヌエルの契約 (けいやく)を自分 (じぶん)のこととして受 (う)けました。５つ目 (め)、ローマ時代 (じだい)にパウロは正確 (せいかく)な信仰 (しんこう)の告白 (こくはく)をしました。義人 (ぎじん)は信仰 (しんこう)によって生 (い)きると言 (い)いました。そして、この福音 (ふくいん)がすべての信 (しん)じる者 (もの)に救 (すく)いをくださる神様 (かみさま)の力 (ちから)だと言 (い)いました。(ロマ1:16-17)

サタンはただイエス・キリストの前 (まえ)にだけひざまずきます。Remnantは、キリストで正確 (せいかく)な答 (こた)えを出 (だ)して、キリストを味 (あじ)わう生活 (せいかつ)になるように祈 (いの)りましょう。

	
	神様 (かみさま)、ただキリストで答 (こた)えを出 (だ)してキリストの光 (ひかり)を照 (て)らしますように。行 (い)く所 (ところ)ごとに暗闇 (くらやみ)が離 (はな)れますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.09.01.1部
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（水）
	約束 (やくそく)による相続人 (そうぞくにん)

	
	ガラ3章23～29節　ユダヤ人 (じん)もギリシア人 (じん)もなく、奴隷 (どれい)も自由人 (じゆうじん)もなく、男 (おとこ)と女 (おんな)もありません。あなたがたはみな、キリスト・イエスにあって一 (ひと)つだからです。(28)

	
	相続 (そうぞく)というのは、何 (なに)かを受 (う)け継 (つ)いで継続 (けいぞく)していくことを言 (い)います。神様 (かみさま)がRemnantに与 (あた)えてくださった相続 (そうぞく)は、神 (かみ)の国 (くに)のことを受 (う)け継 (つ)いで成 (な)し遂 (と)げていくことです。聖書 (せいしょ)の中 (なか)のRemnantは、どんなことを受 (う)け継 (つ)いで継続 (けいぞく)したのでしょうか。

１つ目 (め)、出 (しゅつ)エジプトの相続 (そうぞく)です。*三 (みっ)つの祭 (まつ)りとみことばが入 (はい)っている契約 (けいやく)の箱 (はこ)、幕屋 (まくや)中心 (ちゅうしん)の生活 (せいかつ)を送 (おく)りました。２つ目 (め)、出 (しゅつ)バビロンの相続 (そうぞく)です。第一 (だいいち)神殿 (しんでん)が滅 (ほろ)びて、弟子 (でし)は捕虜 (ほりょ)として連 (つ)れて行 (い)かれました。そのとき、神様 (かみさま)が神殿 (しんでん)を再建 (さいけん)しなさいという契約 (けいやく)をくださいました。この契約 (けいやく)を正確 (せいかく)に握 (にぎ)った人 (ひと)を通 (とお)して、神様 (かみさま)の相続 (そうぞく)を継続 (けいぞく)するようにされました。３つ目 (め)、出 (しゅつ)ローマの相続 (そうぞく)です。すべての問題 (もんだい)を解決 (かいけつ)したカルバリの丘 (おか)の道 (みち)しるべ、御座 (みざ)の力 (ちから)を伝 (つた)えたオリーブ山 (やま)の道 (みち)しるべ、マルコの屋上 (おくじょう)の部屋 (へや)の力 (ちから)を体験 (たいけん)できる道 (みち)しるべを作 (つく)りました。完全 (かんぜん)に聖霊 (せいれい)の導 (みちび)きを受 (う)ける道 (みち)しるべと、人生 (じんせい)のターニングポイントを見 (み)つける道 (みち)しるべを作 (つく)りました。現場 (げんば)にマルコの屋上 (おくじょう)の部屋 (へや)の力 (ちから)が臨 (のぞ)む道 (みち)しるべを建 (た)てて、ローマの道 (みち)しるべを見 (み)ました。

Remnantは神 (かみ)の国 (くに)のことを相続 (そうぞく)として受 (う)けた者 (もの)です。私 (わたし)たちは237か国 (こく)、５千 (せん)種族 (しゅぞく)を生 (い)かす相続 (そうぞく)を受 (う)けて味 (あじ)わって、次世代 (じせだい)に足跡 (あしあと)を残 (のこ)すのです。

*三 (みっ)つの祭 (まつ)り-過越祭 (すぎこしさい)、五旬節 (ごじゅんせつ)、仮庵祭 (かりいおさい)

	
	神様 (かみさま)、神 (かみ)の国 (くに)のことを受 (う)け継 (つ)いで最後 (さいご)まで成 (な)し遂 (と)げていくレムナントになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.09.01.2部
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（木）
	レムナントは伝道者 (でんどうしゃ)の祈 (いの)りの中 (なか)にいるように

	
	Ⅱテモ2章1～7節　ですから、私 (わたし)の子 (こ)よ、キリスト・イエスにある恵 (めぐ)みによって強 (つよ)くなりなさい。多 (おお)くの証人 (しょうにん)たちの前 (まえ)で私 (わたし)から聞 (き)いたことを、ほかの人 (ひと)にも教 (おし)える力 (ちから)のある信頼 (しんらい)できる人 (ひと)たちに委 (ゆだ)ねなさい。(1～2)

	
	Remnantは伝道者 (でんどうしゃ)の祈 (いの)りの中 (なか)にいつもいます。伝道者 (でんどうしゃ)の祈 (いの)りの中 (なか)にいれば、目 (め)に見 (み)える答 (こた)え以前 (いぜん)に、霊的 (れいてき)サミットの祝福 (しゅくふく)を味 (あじ)わって、証人 (しょうにん)の答 (こた)えを受 (う)けるようになります。それなら、伝道者 (でんどうしゃ)パウロの祈 (いの)りの中 (なか)にいた人 (ひと)はだれでしょうか。

一人目 (ひとりめ)、テモテです。パウロはテモテに三 (みっ)つのことを伝 (つた)えました。神様 (かみさま)に招 (まね)かれた霊的 (れいてき)な兵士 (へいし)、神様 (かみさま)のみことばだけに従 (したが)って行 (い)く競技 (きょうぎ)する者 (もの)、神様 (かみさま)の恵 (めぐ)みを一番最初 (いちばんさいしょ)に受 (う)ける霊的 (れいてき)な農夫 (のうふ)の契約 (けいやく)です。二人目 (ふたりめ)、ティキコです。ティキコは難 (むずか)しい現場 (げんば)でパウロのお使 (つか)いをしました。そして、パウロはティキコがパウロとパウロチーム、そして、現場 (げんば)の事情 (じじょう)を正確 (せいかく)に知 (し)っている弟子 (でし)だと言 (い)いました。三 (さん)人目 (にんめ)、ピレモンとオネシモです。パウロはピレモンの家 (いえ)で盗 (ぬす)みをして逃 (に)げて出 (で)たオネシモに監獄 (かんごく)で会 (あ)いました。オネシモは、備 (そな)えられた弟子 (でし)であり、後 (のち)にコロサイ教会 (きょうかい)の監督 (かんとく)になりました。ピレモンはオネシモが監督 (かんとく)だったコロサイ教会 (きょうかい)の重職者 (じゅうしょくしゃ)として仕 (つか)えました。

Remnantはいつも伝道者 (でんどうしゃ)の祈 (いの)りの中 (なか)にいます。伝道者 (でんどうしゃ)の祈 (いの)りの背景 (はいけい)の中 (なか)で、神様 (かみさま)が私 (わたし)に与 (あた)えてくださった契約 (けいやく)を毎日 (まいにち)確認 (かくにん)しましょう。


	
	神様 (かみさま)、伝道者 (でんどうしゃ)の祈 (いの)りの中 (なか)にあるレムナントであることを感謝 (かんしゃ)します。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン




2024.09.07.レムナントTCK伝道学
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（金）
	すべての信徒 (しんと)の地 (ち)の果 (は)てはどこなのか

	
	Ⅱコリ1章11節　あなたがたも祈 (いの)りによって協力 (きょうりょく)してくれれば、神 (かみ)は私 (わたし)たちを救 (すく)い出 (だ)してくださいます。そのようにして、多 (おお)くの人 (ひと)たちの助 (たす)けを通 (とお)して私 (わたし)たちに与 (あた)えられた恵 (めぐ)みについて、多 (おお)くの人 (ひと)たちが感謝 (かんしゃ)をささげるようになるのです。

	
	Remnantに本当 (ほんとう)に慰 (なぐさ)めになることは何 (なん)でしょうか。目 (め)に見 (み)えることや人 (ひと)によっては、まことの慰 (なぐさ)めを受 (う)けることはできません。Remnantは、神様 (かみさま)の慰 (なぐさ)めを受 (う)けて現場 (げんば)を生 (い)かすのです。ですから、私 (わたし)たちに神様 (かみさま)のみことばを伝 (つた)えてくださるメッセンジャーが本当 (ほんとう)に重要 (じゅうよう)なのです。

１つ目 (め)、すべてのRemnantの地 (ち)の果 (は)てはメッセンジャーです。メッセンジャーは、神様 (かみさま)の御声 (みこえ)を私 (わたし)たちに伝 (つた)える人 (ひと)です。メッセンジャーに最 (もっと)も重要 (じゅうよう)なのは、神様 (かみさま)のみことばを正確 (せいかく)に伝 (つた)えることです。２つ目 (め)、Remnantが主 (しゅ)のしもべのために祈 (いの)って仕 (つか)えることには、絶対 (ぜったい)理由 (りゆう)があります。アブラハムの甥 (おい)ロトが捕虜 (ほりょ)として連 (つ)れ去 (さ)られて行 (い)きました。アブラハムは戦争 (せんそう)で勝利 (しょうり)して、ロトを救 (すく)い出 (だ)しました。そして、奪 (うば)ってきた戦利品 (せんりひん)の十分 (じゅうぶん)の一 (いち)を祭司 (さいし)メルキゼデクにささげました。Remnantも、このように主 (しゅ)のしもべに仕 (つか)えましょう。そして、５千 (せん)種族 (しゅぞく)の人材 (じんざい)が来 (く)ることができるように祈 (いの)りましょう。３つ目 (め)、神様 (かみさま)はメッセンジャーを通 (とお)して時刻表 (じこくひょう)に合 (あ)う正確 (せいかく)な契約 (けいやく)をくださいます。Remnantは、その中 (なか)で神様 (かみさま)のみことばを聞 (き)いて、正確 (せいかく)な契約 (けいやく)を発見 (はっけん)するのです。

Remnantはみことばを伝 (つた)える牧師 (ぼくし)先生 (せんせい)、伝道師 (でんどうし)先生 (せんせい)、教会 (きょうかい)学校 (がっこう)の先生 (せんせい)のために祈 (いの)りましょう。

	
	神様 (かみさま)、神様 (かみさま)のみことばを私 (わたし)に伝 (つた)えてくださる牧師 (ぼくし)先生 (せんせい)、伝道師 (でんどうし)先生 (せんせい)、教会 (きょうかい)学校 (がっこう)の先生 (せんせい)を聖霊 (せいれい)で満 (み)たしてください。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.09.07.核心訓練
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（土）
	天地 (てんち)開闢 (かいびゃく)の答 (こた)えはいつ起 (お)こったのか

	
	ハガ2章1～9節　わたしはすべての国々 (くにぐに)を揺 (ゆ)り動 (うご)かす。すべての国々 (くにぐに)の宝物 (ほうもつ)がもたらされ、わたしはこの宮 (みや)を栄光 (えいこう)で満 (み)たす。──万軍 (ばんぐん)の主 (しゅ)は言 (い)われる──(7)

	
	全世界 (ぜんせかい)と次世代 (じせだい)に引 (ひ)き続 (つづ)き多 (おお)くの問題 (もんだい)とわざわいが絶 (た)えることなく続 (つづ)いています。福音 (ふくいん)がなくなったからです。天地 (てんち)開闢 (かいびゃく)の働 (はたら)きが起 (お)こらなければ全世界 (ぜんせかい)と次世代 (じせだい)を生 (い)かすことはできません。それなら、Remnantはどんな祈 (いの)りを始 (はじ)めるのでしょうか。

１つ目 (め)、天地 (てんち)開闢 (かいびゃく)の理由 (りゆう)を知 (し)りましょう。全世界 (ぜんせかい)237か国 (こく)が暗闇 (くらやみ)に仕 (つか)えています。神様 (かみさま)は、そのようになった時 (とき)ごとに、福音 (ふくいん)を持 (も)つRemnantを立 (た)てられました。この事実 (じじつ)を分 (わ)からなければ、サタンの権威 (けんい)の下 (した)にある世 (よ)の中 (なか)に仕 (つか)えるようになります。２つ目 (め)、天地 (てんち)開闢 (かいびゃく)になる内容 (ないよう)を知 (し)りましょう。福音 (ふくいん)を逃 (のが)してわざわいが来 (く)るたびに、神様 (かみさま)は契約 (けいやく)を持 (も)つRemnantを起 (お)こされました。この契約 (けいやく)の内容 (ないよう)は、暗闇 (くらやみ)に勝 (か)つ道 (みち)がキリストだということです。３つ目 (め)、天地 (てんち)開闢 (かいびゃく)になる時刻表 (じこくひょう)の中 (なか)に入 (はい)りましょう。聖書 (せいしょ)の中 (なか)のRemnantは、暗闇 (くらやみ)とわざわいが押 (お)し寄 (よ)せてくるとき、天地 (てんち)開闢 (かいびゃく)を可能 (かのう)にする正確 (せいかく)な契約 (けいやく)を持 (も)って挑戦 (ちょうせん)しました。

Remnantは、Remnantのまわりにいる福音 (ふくいん)を知 (し)らない人々 (ひとびと)のために祈 (いの)り始 (はじ)めましょう。祈 (いの)って、その人々 (ひとびと)に福音 (ふくいん)の光 (ひかり)を照 (て)らすとき、天地 (てんち)開闢 (かいびゃく)の働 (はたら)きが起 (お)こります。そして、福音 (ふくいん)を持 (も)っている伝道者 (でんどうしゃ)と祈 (いの)りの背景 (はいけい)である重職者 (じゅうしょくしゃ)が起 (お)きるようになります。

*天地 (てんち)開闢 (かいびゃく)：天 (てん)と地 (ち)が開 (あ)かれて、ひっくり返 (かえ)されるように驚 (おどろ)くべき変化 (へんか)が起 (お)こる姿 (すがた)のことです。

	
	神様 (かみさま)、福音 (ふくいん)の力 (ちから)を持 (も)って天地 (てんち)開闢 (かいびゃく)の答 (こた)えを受 (う)けるRemnantになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン
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